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テーマ 

指標と目標値によって、 
 
政策（政策・施策・事務事業）の効果を、 
 
客観的に把握すること。 
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ここで、 

①指標とは、 
  原則として、数値（で測定する）指標 
  名称は測定指標、評価指標、業績指標、・・・ 
   ※数値による把握が不可能であれば、文言で記述する指

標を用いることとなる・・・。 

 
②把握の対象となる効果とは、 
  原則として、政策の成果（アウトカム） 
   ※成果（アウトカム）といっても様々・・・（後述）。 
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プラン 

１ 数値の指標を使う理由 
 

２ 成果を測る指標と目標値を設定する 
  －ケーススタディと演習 
 
３ 数値化が難しい場合 
 
４ Ｑ＆Ａ、参考文献 
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１ 数値の指標を使う理由 

○評価において、数値の指標を用いることの
メリット（必要性） 

 
①客観的に表現できる ・・・数字は、ウソをいわない

（ハズ） 
 

②比較や加工ができる ・・・数字は、比較によって
多くを語る 

 
③わかりやすい ・・・数字は、明確に意味を伝える 
 
            
※１ 実は、世の中での数字の使用についても同様。 
※２ 文言による指標にも、この３条件が求められる。 
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○ただし、評価における客観性には２種類ある。 

①個々の主観から独立であること 
 （普遍性） 
 
②特定の立場にとらわれないこと 
 （不偏性） 
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7 

○数値指標のメリットと裏腹のデメリット 

①客観的に表現できるが、 
     悪用の危険あり。 
 
②比較や加工ができるが、 
     おかしな計算をすれば元も子もない。 
 
③わかりやすいが、 
     独り歩きの危険あり。 



○評価（業績測定型評価 Performance Measurement）
において指標は広く用いられている 

• 目標管理型の政策評価（政策評価制度） 
   －事前分析表（イメージ）→p33 
   －政策評価書（イメージ）→p34 
   －事前分析表（実例）→p35 
   －政策評価書（実例）→p36 
• 自治体の事務事業評価（三重県）→p37, 38 
• 自治体の総合計画の進行管理（岩手県）→p39～42 

 
• 他にも、行政事業レビュー、地方創生の総合戦略、・・・ 
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２ 成果を測る指標と目標値を設定する 

（１）達成すべき目標、目指すべき成果が明確に
なっていること 

 
（２）妥当な指標を設定すること 
 
（３）妥当な目標値を設定すること 
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（１）達成すべき目標、目指すべき成果が明確
になっていること 

○政策の成果が発現するまでの過程－ロジック 
 

 インプット→アウトプット→アウトカム 
   投入    結果     成果 

 
例：PC導入事業費→学校にPCが導入される→PCが活用さ

れて・・・ 
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○政策のロジック（詳細版） 

インプット 
↓ 

プロセス（過程） 
↓ 

アウトプット 
↓ 

直接的アウトカム 
↓ 

中間的アウトカム 
↓ 

最終的アウトカム 

PC導入事業費 
↓ 

計画・手配・設置 
↓ 

PCが配置される 
↓ 

PCが授業等で活用される 
↓ 

児童生徒・教師の習熟等 
↓ 

教育効果の向上、効率化 
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○「少子化対策の施策（出生率回復プラン）」 
のロジック・モデル 
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□達成すべき目標、目指すべき成果の記述例 

○意欲ある多様な農業者による農業経営の育成・確
保 

○事務事業評価システムの導入により、職員の意識
改革や能力開発が進み、事務事業の改革が進めら
れる。 

×（成果を評価することを謳っていながら、あるいは成
果指標を設定しているのに）目指すべき成果の記述
がない（記述欄がない）。 

×・・・のため、○○対策を着実に推進する。 
×・・・について、課題の検討を行うとともに、施策を実
施する。 
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（２）（明確な目標・成果を踏まえ）妥当な指標を設定
すること 

• 妥当性 validity とは「測定すべきものを測定し
ていること」 
 

• たとえ話ーある人が夜道でコンタクトレンズを
落としたとして・・・ 
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○指標の妥当性を決める最重要ポイント 

• ロジック上のどのブロックを測定・把握の対象とするか 
 

＜学校へのPC導入事業の例＞ 
PCの配置（アウトプット）・・・PC１台当たり生徒数 
↓ 
PCが授業等で活用される・・・PCを使う授業の割合 
↓ 
児童生徒・教師の習熟等・・・（何らかの測定、アンケート等） 
↓ 
教育効果の向上、効率化・・・児童生徒対象のテスト等 
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演習（ｐ43を使ってください。） 

Ｑ１ 次の政策について、成果に着目して評価を行う
場合、どの場面・段階（ロジック上のブロック）に着目
して指標と目標値を設定すべきでしょうか。 

 （ロジックを想定し、考えてください。） 
 

（１）子育て支援策（育児休暇制度の利用促進、保育
施設の充実など） 
 
（２）地域の人口Uターン誘導策（情報発信、相談機能
充実、空き家活用など） 
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Q1（1） 解答例と解説 

スライド＃１２のロジック・モデルでいえば； 
• 「育児休暇制度」については「育児休暇の積極的取得（指標：

取得率）」が有力。 
• 「保育施設」については「入所待機児童の減少（指標：待機児

童数）」が有力。 
• 「（働く親のための）子育て支援策」については「育児と仕事

の両立（指標：両方できると感じる割合）」が有力。 
 
☆ポイントは、最終成果に近く、かつ政策の固有の効果として
把握可能なこと。 

 
※解答例の全スライドは、この時間の終了時に配布します。 



Q1（2） 解答例と解説 

相談体制
整備 

空き家バ
ンク発足 

情報発信
体制整備 

情報到達 

相談増加 

登録増加 問い合わ
せ増加 

Ｕターン
増加 

人口減少
の抑制 

「情報発信」「相談機能充
実」「空き家活用」の評価 

「Ｕターン誘導
策」の評価 

☆ポイントは、最終成果に近く、かつ政策の固有の効果として把握可能な
こと。 
 



○指標（群）の妥当性を左右する条件 

①目標との適合性：ロジック上の位置が明確・的確か 
②包括性：政策の重要な側面をカバーしているか 
③外部要因の影響：他の政策、他機関の政策、行政

の外の要因などの影響がどれくらいか 
④感度、感応度：本来の効果（結果）の大小に指標値

が反応するか 
⑤計測可能性：実際に安定的に測定できるか 
⑥適時性：タイムリーに測定できるか 
⑦費用：データ収集コストが過大でなく、予算内 
⑧悪影響の可能性：局所への集中、データ操作など

の可能性 
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□成果指標の設定例 

20 

×勧告件数 
○勧告に基づく改善率 
×受講者の満足度（研修終了時のアンケート） 
○受講者の知識・技術の修得度合（事後ア 
ンケート） 
×ＨＰアクセス数 
○観光入込客数 
×健康寿命の延伸 
○参加者の健康状態 

是正の勧告 

研修事業 

観光ＰＲ 

健康づくり運動 



演習（ｐ４４を使ってください。） 

Ｑ２ 次の指標は、何れも成果（アウトカム）指標として
しばしば用いられているものである。これらの指標の
妥当性は（例えば１つの代表的指標として）十分で
しょうか？  

（○：妥当である、×：妥当でない、△：○と×の中間。判定だけ
でなく理由も考えてください。） 

 
（１）男女共同参画政策の成果指標としての「審議会委

員の女性比率」 
（２）雇用対策の成果指標としての「有効求人倍率」 
（３）不法投棄対策の成果指標としての「摘発件数」 
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Q2(1) 解答例と解説 

• ロジック・モデルのイメージ（一部） 

 
 
 
 
 
 
 

• 政策の一部にしか該当せず（スライド#19の②）、外部要因も
考えられ（同③）、比率のルール化など（同⑧）も見られる。 

• したがって、×。 



Q2(2) 解答例と解説 

• ロジック・モデルのイメージ（一部） 

 
 
 
 
 
 

• 最終成果に近いが、外部要因が考えられ（スライド#19の③）、

分母の減少による上昇もあり（同④）、ハローワーク以外の
就職経路が捕捉できない（同④）。 

• したがって、△。 



Q2(3) 解答例と解説 

• ロジック・モデルのイメージ（一部） 

 
 
 

• （ケース１）対策に着手したばかりである、摘発自体が困難な
取り組みである、などの事情があれば、成果として意味があ
り、○。 

• （ケース２）一方、すでに一定期間、継続的に対策に取り組ん
でいるのであれば、摘発件数はアウトプット指標であり（スラ
イド#19の①）、×。 



（３）妥当な目標値を設定すること 

○目標値の妥当性を左右する条件 
 

①何時までに、どれだけの水準を目指すのかが明確
であること 

 
②目標値の性格が明確であること 
  例えば（西尾勝『行政の過程』1976東京大学出版会）、 
       i)理想状態を示す期待値 
       ii)一応の水準として満足できる充足値 
       iii)絶対達成すべき限界値 
 
③設定根拠が明確であること 
  例えば、過年度実績や将来予測、関連データ、既存の計画

を踏まえるなど 
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□目標値の設定例 

○「過去5年間の実績値の平均±10%以内」 
×「前年並みの水準を維持する」 
×基準値や過年度の実績値がない 
×目標年度が平成62年度！（途中年度の目標なし） 
△「・・・の取組みの結果・・・を実現」 
×「・・・に取組む」 
 
○目標値の意味や設定根拠が示されている 
×目標値の数字（と目標年度）のみが示されている 
 
△過年度の推移を「直線的に」延ばして将来の目標値（の
ベース）を設定・・・伸び率は一定にならないがよいか？ 
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演習 
Ｑ３ アウトカム指標の目標値設定に関する考え方と
して、以下のような考え方は望ましいでしょうか。 
 

（１）到達する可能性が小さいような高い水準は約束す
べきでないから、目標値とすべきでない。 

（２）一度設定した目標値は、短期間で変更すべきでな
い。 

（３）目標値は、当該政策を所掌する部局が、保有する
情報・データに基づき、責任をもって設定すべきで
ある。 

（４）基準値（直近の実績値）の10%増を目標値とする
場合、政策によって10%増の意味は大きく異なる。 
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Q3 解答例と解説 

• 望ましい考え方は（４）のみ。 
 

（１）目標値の設定には様々なスタンスがありうる。諸条件に即
したスタンスが望ましく、理想的な高い目標を掲げるべき政
策もありうる（ただしその説明は必須）。 

（２）途中で目標を達成した場合、諸条件が変化した場合などは
直ちに変更すべき。PDCAサイクルの実効を優先すべき。 

（３）評価担当部局によるチェック・調整や、意思決定者との交
渉・合意などが望ましい。 

（４）同じ10%増でも、過年度実績の時系列の推移次第で、意味
は大きく異なるだろう。 



３ 数値化が難しい場合－演習 

Ｑ４ 数値の成果指標や目標値の設定が困難な場合、
以下のような考え方は望ましいでしょうか。（○：望ま
しい、×：望ましくない、△：○と×の中間。 
 

（１）ルール等で設定することが求められている場合、
良い指標はなくても何とかして設定するのがよい。 

（２）設定できない場合は、無理矢理に設定するよりも、
空欄にしておくほうがよい。 

（３）数値による測定や設定が難しい場合、文言の指
標設定、文言の目標設定もやむを得ないが、進捗
状況の把握や目標達成状況の検証ができなけれ
ば意味がない。 

（４）別の（成果指標や目標値によらない）方法による
管理や評価を試みるべきである。 
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Ｑ４ 解答例と解説 

（１）× 
∵「良くない指標」に基づくPDCAサイクルはどうなるか。指標の
実績値はそこまで活用しないから大丈夫？ 

（２）× 
∵空欄は評価の（部分的）放棄・否定。また評価制度全体の品
質にも関わる。何らかの説明が必要。 

（３）○ 
∵進捗状況の把握や目標達成の有無・程度の判断なしで、ど
のようにPDCAサイクルを回す？ 

（４）△ 
∵文言の指標設定、目標（値）設定には制約や限界がある。数
字を前提にした枠組みでは十分な評価は難しいだろう。 



おわりに 

• 数値の指標や目標値は手段であって目的ではない。
本末転倒でヘンな数字を使えば評価の信用失墜・
形骸化をもたらしかねない。（もちろん「出来る限り
数値で・・・」が大前提） 
 

• 「数を見せろ」と言われるから「数値目標流行」（某教
科書の記述より）では困る！！ 
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